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 題 材 の ね ら い 日本には、さまざまな災害があり、先人たちは災害から命や生活、財産を

守ろうとしてきた歴史がある。各地域に残る言い伝えの意味を考え、災害

に対して関心を高める資料として活用する。  

 

 

 

 『淡路温故之圖』の中に『此地五ヶ村明應

九年大地震淪没』とある。また、地域誌『味

地草（みちくさ、江戸時代末）』には、「その

昔、灘から沼島に向けて半島が突出ていて、

白石村外五ヶ村があった。約五百年前の大地

震によって海に沈んだ。その白石村に大変心

温かい人が住んでいた。田畑も広く耕作して

いて、裕福に暮らしていた。･･･今は白石村

というところはない…」とある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちの住んでいる地域には、こうい

った史料や民間伝承は数多く残っている。こ

れら地域に残る教材は、子どもたちが意慾的

に追求するきっかけとなる。地域を題材とす

ることで、子どもたちが身近にとらえ、興味

や関心を持って防災学習を進めることがで

きるきっかけとしてほしい。 
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